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(57)【要約】
【課題】挿入部の先端部で発生する熱を良好に放熱する
内視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置は、操作部と、操作部から延出
している挿入部１１とを有している。挿入部１１の先端
部１１ａには、照明光を射出するためのＬＥＤ光源１５
と、観察対象物を撮影するための撮像素子１８と、ＬＥ
Ｄ光源１５と撮像素子１８に熱的に接続されているヒー
トシンク１７とが設けられている。内視鏡装置はまた、
ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８から発生する熱をヒート
シンク１７を介して操作部１２の方向に伝熱するための
伝熱機構２０を有している。
【選択図】　　　図２



(2) JP 2009-11612 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、
　前記操作部から延出している挿入部と、
　前記挿入部の先端部に設けられた、照明光を射出するための光射出部と、
　前記挿入部の先端部に設けられた、観察対象物を撮影するための撮像素子と、
　前記挿入部の先端部に設けられた、前記光射出部と前記撮像素子に熱的に接続されてい
るヒートシンクと、
　前記光射出部と前記撮像素子から発生する熱を前記ヒートシンクを介して前記操作部の
方向に伝熱するための伝熱機構とを備えている、内視鏡装置。
【請求項２】
　前記挿入部は少なくとも部分的に屈曲変形可能であり、前記伝熱機構は、複数のヒート
パイプと、前記複数のヒートパイプを直列に連結している少なくとも一つの関節部とを有
し、前記関節部は前記挿入部の変形に応じて変形可能であり、前記伝熱機構の一方の端部
のヒートパイプは前記ヒートシンクに熱的に接続されている、請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】
　前記挿入部は少なくとも部分的に屈曲変形可能であり、前記操作部は、前記挿入部を屈
曲変形させるための変形操作機構を有し、前記伝熱機構は、前記変形操作機構による変形
操作を前記挿入部に伝達する変形伝達機構を兼ねている、請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記操作部は、前記挿入部を屈曲変形させるための変形操作機構を有し、前記伝熱機構
は、前記変形操作機構による変形操作を前記挿入部に伝達する変形伝達機構を兼ねている
、請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記関節部は複数のワイヤからなるワイヤ束で構成されており、前記伝熱機構は前記挿
入部長手方向に垂直な断面において中心対称に配置されている、請求項４に記載の内視鏡
装置。
【請求項６】
　前記伝熱機構は、所定の角度範囲内で任意の方向に位置決め可能に前記ヒートパイプと
前記関節部を連結しているボールジョイントをさらに有し、前記伝熱機構は前記挿入部長
手方向に垂直な断面において中心対称に配置されている、請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記伝熱機構は、前記関節部に塗布された接触熱抵抗低減剤をさらに含んでいる、請求
項５または６に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記伝熱機構は、高熱伝導性の金属ワイヤで構成されている、請求項３に記載の内視鏡
装置。
【請求項９】
　前記伝熱機構の他方の端部は、内視鏡装置に備わっている金属部材に熱的に接続されて
いることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記光射出部はライトガイドの光射出端で構成され、前記ヒートシンクは前記ライトガ
イドの周囲を取り巻くように取り付けられている、請求項７または８に記載の内視鏡装置
。
【請求項１１】
　前記ライトガイドの前記光射出端の前に配置された拡散板をさらに備えており、前記拡
散板は前記ヒートシンクに熱的に接続されており、前記伝熱機構はさらに前記拡散板から
の発熱を前記ヒートシンクを介して操作部の方向に伝熱する、請求項１０に記載の内視鏡
装置。



(3) JP 2009-11612 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の内視鏡装置において、発光素子である例えばＬＥＤを挿入部の先端部に設け、こ
のＬＥＤの発する照明光で観察部位を照明する内視鏡が提案されている。このようなＬＥ
Ｄによる照明においては、発生する熱によって挿入部の先端部が高温になることにより長
時間の使用が困難になったり、ＬＥＤから発生する熱が撮像素子に伝導し、この撮像素子
の温度が上昇して内視鏡画像にノイズが発生したりするなどの不具合が生じることがある
。また、医療用内視鏡装置においては、発熱の人体内に対する影響も懸念される。このた
め、挿入部の先端部における温度上昇は大きく問題視されている。
【０００３】
　このような問題に対して、例えば特開２００５－２７８５１に示されているように、挿
入部の先端部に装着される観察用アダプタの一部を熱伝導率の高い放熱部材で構成したり
、撮像素子とＬＥＤとの間に断熱部材を設けたりするなどの提案がなされている。
【特許文献１】特開２００５－２７８５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この放熱機構は、挿入部の先端部だけに集中的に設けられているため、熱輸送
能力・温度分布などの観点から考えると、決して効率の良いものとは言えない。加えて、
挿入部の先端部の細径化・小型化においても不都合が生じる。つまり、内視鏡装置におい
て固体光源そのものを挿入部の先端部に組み込む場合はもちろん、挿入部の先端部におけ
る照明装置を設計する場合、光射出部から速やかに放熱する微小機構が必要になってくる
といえる。
【０００５】
　本発明の目的は、挿入部の先端部で発生する熱を良好に放熱する内視鏡装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による内視鏡装置は、操作部と、前記操作部から延出している挿入部とを有して
いる。前記挿入部の先端部には、照明光を射出するための光射出部と、観察対象物を撮影
するための撮像素子と、前記光射出部と前記撮像素子に熱的に接続されているヒートシン
クとが設けられている。また内視鏡装置は、前記光射出部と前記撮像素子から発生する熱
を前記ヒートシンクを介して前記操作部の方向に伝熱するための伝熱機構とを備えている
。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、挿入部の先端部で発生する熱を良好に放熱する内視鏡装置が提供され
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【０００９】
　＜第一実施形態＞
　まず、本実施形態の内視鏡装置の構成について説明する。
【００１０】
　図１は、本実施形態による内視鏡装置を模式的に示している。図１に示すように、本実
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施形態の内視鏡装置１０は、操作部１２と、操作部１２から延出している挿入部１１とを
有している。挿入部１１は少なくとも部分的に屈曲変形可能であり、操作部１２は挿入部
１１を屈曲変形させる変形操作機構１３を有している。
【００１１】
　図２は、内視鏡装置１０の挿入部１１の先端部周辺の断面を模式的に示している。また
図３は、挿入部１１が屈曲した様子を模式的に示している。図２と図３に示すように、挿
入部１１の先端部１１ａには、ＬＥＤ光源１５と、観察対象物を撮影するための撮像素子
１８と、ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８に熱的に接続されているヒートシンク１７とが設
けられている。ＬＥＤ光源１５は、照明光を射出するための光射出部を構成している。Ｌ
ＥＤ光源１５と撮像素子１８はケーブル１６を介して給電や信号処理のための図示しない
電気回路に接続されている。ＬＥＤ光源１５は例えば白色ＬＥＤ光源で構成されてよい。
ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８はヒートシンク１７に取り巻かれるように機械的に接続さ
れており、ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８から発生した熱が効率的にヒートシンク１７に
伝わるようになっている。
【００１２】
　内視鏡装置１０はまた、ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８から発生する熱をヒートシンク
１７を介して操作部１２の方向に伝熱するための伝熱機構２０を有している。伝熱機構２
０は、複数のヒートパイプ２１と、複数のヒートパイプ２１を直列に連結している少なく
とも一つの関節部２２とを有している。ヒートパイプ２１と関節部２２は、図４に示すよ
うに、例えば、熱伝導率の高い半田２４などで接続されている。ヒートパイプ２１は、例
えば、直径を百マイクロメートル程度まで小型化したマイクロヒートパイプである。関節
部２２は挿入部１１の変形に応じて変形可能である。図２や図３に示すように、伝熱機構
２０の一方の端部のヒートパイプ２１はヒートシンク１７に熱的に接続されている。
【００１３】
　ヒートパイプは、典型的には、ウィックと呼ばれる金属等により構成された多孔質物質
を内張りにした容器を真空にし、純水等の作動流体を適量だけ封入して構成されている。
ヒートパイプは、一般的には、外から熱を受け取る蒸発部と、外に熱を放出する凝縮部と
、断熱部との三つの部分から構成されている。ヒートパイプ２１の一端に熱が加えられる
と、ウィック中の作動液が蒸発・凝縮を繰り返し還流することにより、効率的に他端へと
熱を伝える。ヒートパイプは、径などにもよるが１００［ｃａｌ／ｃｍ・ｓｅｃ・℃］以
上の熱伝導率を有し、これは、銅などの熱伝導率の高い金属材料の十倍以上に相当する。
【００１４】
　図５は、ヒートパイプ２１とヒートシンク１７の接続構造の一例を示している。図５の
接続構造では、ヒートパイプ２１は、ヒートシンク１７に形成された溝１７ａに嵌め込ま
れている。好ましくは、伝熱効率を向上させるため、サーマルグリース２５などの接触熱
抵抗低減剤がヒートシンク１７の溝１７ａとヒートパイプ２１に塗布されている。接触熱
抵抗低減剤は、サーマルグリース２５に限定されるものではなく、熱抵抗を低減できるよ
うな素材であればどのようなものでもよい。
【００１５】
　接触熱抵抗とは、固体間の温度勾配を、接触面を通過する熱流速ｑで除算した値である
。この値を低くするには、固体面間にできる空気層を排除し、熱が直接固体から固体へ移
動するようにするとよい。このため、サーマルグリース２５などの接触熱抵抗低減剤をヒ
ートパイプ２１とヒートシンク１７の間に設けることによって接触熱抵抗を大きく低減す
ることができる。
【００１６】
　図６は、ヒートパイプ２１とヒートシンク１７の接続構造の別の例を示している。図６
の接続構造では、ヒートパイプ２１はその周面に沿って部分的に湾曲している集熱板２７
に接しており、集熱板２７はリベット２８によってヒートシンク１７に固定されている。
さらに、サーマルグリース２５などの接触熱抵抗低減剤がヒートパイプ２１と集熱板２７
とヒートシンク１７の接触部分に塗布されてもよい。
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【００１７】
　これらの二種類の接続構成は、それぞれ用途に応じて適切なものを使用するとよい。こ
のようにサーマルグリース２５または集熱板２７を介してヒートパイプ２１をヒートシン
ク１７に熱的に接続することによって接触熱抵抗が低減され、より効率的に伝熱すること
が可能となる。ヒートシンク１７は説明のために単純な形状に図示しているが、実際は挿
入部１１の先端部１１ａの形状に応じて適宜設計される。また、接触熱抵抗を低減させる
材質や部材は、ここに例示したサーマルグリース２５や集熱板２７に限定されるものでは
なく、接触熱抵抗を低減できさえすれば、どのような物質や部材を使用してもよい。
【００１８】
　関節部２２は、複数本のワイヤからなるワイヤ束で構成されている。関節部２２には、
ヒートパイプ２１の間の熱伝導を高めるために、接触熱抵抗低減剤たとえばサーマルグリ
ース２５が塗布されている。関節部２２を構成するワイヤについては、最適な材質・本数
・長さなどのパラメータについて考慮する必要がある。ワイヤの材質は、ステンレス（熱
伝導率：０．０４［ｃａｌ／ｃｍ・ｓｅｃ・℃］）などが一般的であるが、良好な放熱性
を得るために、銅材（熱伝導率：０．９４［ｃａｌ／ｃｍ・ｓｅｃ・℃］）またはアルミ
材（熱伝導率：０．５３［ｃａｌ／ｃｍ・ｓｅｃ・℃］）であるとよい。さらに、耐久性
に優れているとなおよい。ワイヤの本数は、放熱性と細径化を考慮すると４～８本程度が
望ましい。ワイヤは束ねられることにより耐久性が向上する。自由度を得るためにワイヤ
の占有断面積はヒートパイプ断面積の半分程度とするとよい。ワイヤの長さは、自由度を
確保するために長いほうが良いが、熱伝導を考慮してヒートパイプ長（２～４［ｃｍ］程
度）以下とするとよい。
【００１９】
　通常、内視鏡装置は、変形操作機構１３による変形操作を挿入部１１に伝達する変形伝
達機構として、複数本の操作ワイヤを有している。操作ワイヤは、挿入部１１を延びてお
り、挿入部１１の先端部１１ａと操作部１２の変形操作機構１３とを機械的に連結してい
る。本実施形態の内視鏡装置は、操作ワイヤに代えて伝熱機構２０を有している。つまり
、伝熱機構２０は、変形操作機構１３による変形操作を挿入部１１に伝達する変形伝達機
構を兼ねている。従って、伝熱機構２０は挿入部１１を延びており、挿入部１１の先端部
１１ａと操作部１２の変形操作機構１３とを機械的に連結している。図２と図３には二つ
の伝熱機構２０が図示されているが、内視鏡装置は、例えば、上下左右の四方向の屈曲変
形に対応して四つの伝熱機構２０を有している。四つの伝熱機構２０は、図７に示すよう
に、挿入部１１の長手方向に垂直な断面において中心対称に配置されている。伝熱機構２
０の個数はこれに限定されるものではなく、三つであってもよく、また五つ以上であって
もよい。この構成によって、内視鏡の細径化・小型化を妨げることなく、内視鏡装置１０
に伝熱機構２０を組み込むことが可能となる。
【００２０】
　ヒートパイプ２１と関節部２２の交互連結構造は、必ずしも挿入部１１の先端部１１ａ
から操作部１２の変形操作機構１３まで繰り返し続いている必要はなく、先端部１１ａか
らの発熱が充分広い範囲に拡散されうる長さがあればよく、操作部１２側の伝熱機構２０
の端部と変形操作機構１３はワイヤで接続されてよい。また、このワイヤに熱伝導率の高
いものを使用することにより、先端部１１ａで発生する熱を操作部１２の方向へ効率良く
伝熱でき、これにより挿入部１１の先端部１１ａの温度をいっそう低く抑えることが可能
となる。
【００２１】
　次に、本実施形態の動作について図２および図３を参照しながら説明する。
【００２２】
　まず、挿入部１１の先端部１１ａに配置されたＬＥＤ光源１５に電力を注入すると、Ｌ
ＥＤ光源１５は一部を光として放出し残りを熱として放出するため、先端部１１ａの温度
が上昇する。この発生した熱はヒートシンク１７を経由してヒートパイプ２１に伝わる。
ヒートパイプ２１へと伝熱された熱はヒートパイプ２１のウィック中の作動液を蒸発させ
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、その発生蒸気はわずかな圧力差で中央の蒸気通路を通って凝縮部へと移動する。ここで
、蒸気は凝縮し、この際に潜熱を放出する。凝縮液はウィックの毛細管力で蒸発部へと還
流される。以上の動作が極めて短時間で行われるため、ＬＥＤ光源１５から発生した熱は
極めて瞬時にヒートパイプ２１全体へと伝熱され均一化される。
【００２３】
　次に、このようにして伝熱された末端の熱は、ワイヤを含む関節部２２と関節部２２に
塗布されたサーマルグリース２５を通して次のヒートパイプ２１に伝熱される。ここでも
同様に瞬間的な熱の移動が行われ、末端の熱は次の関節部２２とサーマルグリース２５を
通してさらに次のヒートパイプ２１に伝熱される。この動作はヒートパイプ２１と関節部
２２の交互連結構造の数だけ繰り返され、最終的に操作部１２へと熱が伝えられる。つま
り、上記動作によって、ＬＥＤ光源１５から発生した熱は極めて瞬時に操作部１２の方向
へと伝えられるため、挿入部１１の先端部１１ａにおける温度上昇を効率的に抑えること
が可能となる。
【００２４】
　このため、挿入部１１の先端部１１ａに熱がこもって高温になることが防止され、挿入
部１１の先端部１１ａを経由して人体などの観察対象物を熱により損傷する危険性を軽減
することが可能となる。また、上記動作は、ＬＥＤ光源１５からの発熱のみに限らず、挿
入部１１の先端部１１ａに搭載されている撮像素子１８からの発熱に対しても有効である
ため、挿入部１１の先端部１１ａにおける温度上昇を極めて効率良く抑えることが可能と
なる。ＬＥＤ光源１５と撮像素子１８から発生する熱をさらに効率的にヒートパイプ２１
に伝熱するために、ＬＥＤ光源１５および撮像素子１８とヒートパイプ２１との間にサー
マルグリース２５などの接触熱抵抗低減剤を設けるとなおよい。
【００２５】
　さらに、挿入部１１を屈曲変形させる動作について説明する。操作部１２の変形操作機
構１３を操作すると、図７に示した挿入部１１の断面において中心対象に配置された二本
の伝熱機構２０の一方が操作部１２の方向に引っ張られ、他方は挿入部１１の先端部１１
ａの方向に送り出される結果、挿入部１１が屈曲変形される。挿入部１１の屈曲変形に伴
って伝熱機構２０も屈曲変形するが、伝熱機構２０の屈曲変形は主に関節部２２が担い、
ヒートパイプ２１の屈曲変形は比較的少ない。
【００２６】
　一般にヒートパイプは高い熱輸送能力と速い熱応答性を有しており、外部動力を必要と
せずに小型化が可能である。このため、細径化が必要な挿入部１１に組み込む上では適当
といえるが、近年の内視鏡の小型化・細径化は著しく、これを阻害することなく内視鏡装
置に搭載するには工夫が必要となる。このため、本実施形態では、ヒートパイプ２１にマ
イクロヒートパイプを採用している。さらに、ヒートパイプ２１を局所的に配置し、それ
らを屈曲変形可能な関節部２２で接続することにより、伝熱機構２０の省スペース化とヒ
ートパイプ２１の劣化軽減を図っている。また、伝熱機構２０が変形伝達機構を兼ねてい
るので、ヒートパイプ自体のスペースを特に必要とすることなく伝熱機構２０を内視鏡装
置に組み込むことが可能である。さらに、伝熱機構２０の屈曲変形は主に関節部２２が担
うため、ヒートパイプ２１を屈曲変形させることによるヒートパイプ２１の劣化が軽減さ
れる。またマイクロヒートパイプは温度分布が極めて均一であり、曲げに対してもある程
度は許容可能であるため、屈曲変形動作を補うことも充分可能であり、また屈曲変形動作
中においても温度分布の変化率が小さいといえる。関節部２２の自由度はヒートパイプ２
１の本数・ワイヤの長さ・ワイヤの配置などに依存するため、熱輸送力とのトレードオフ
となるが、これについては挿入部１１の細径化を妨げないように充分な配慮を行うとよい
。
【００２７】
　本実施形態では伝熱機構２０が操作部１２の変形操作機構に接続された例を示したが、
以下に示すような変形例も充分可能である。
【００２８】
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　図８は、本実施形態の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面を模式的に
示している。図中、図２に示した部材と同一の参照符号を付した部材は同様の部材を示し
ている。図８に示すように、操作部１２側の伝熱機構２０の端部は、内視鏡装置１０に備
わっている蛇管などの金属部材１９に熱的に接続されている。これにより熱輸送能力を大
幅に高めることが可能となる。
【００２９】
　図９は、本実施形態の別の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面を模式
的に示している。図中、図８に示した部材と同一の参照符号を付した部材は同様の部材を
示している。図９に示すように、ＬＥＤ光源１５とケーブル１６に代えて、光源５１とラ
イトガイド５２を有している。ライトガイド５２の一方の端部は光源５１に接続され、他
方の端部はヒートシンク１７に固定されている。ヒートシンク１７はライトガイド５２の
周囲を取り巻くように取り付けられている。この変形例では、ライトガイド５２の光射出
端５２ａが、照明光を射出するための光射出部を構成している。
【００３０】
　図１０は、本実施形態のまた別の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面
を模式的に示している。図中、図９に示した部材と同一の参照符号を付した部材は同様の
部材を示している。図１０に示すように、ライトガイド５２の光射出端５２ａの前に拡散
板５４が配置されている。拡散板５４はヒートシンク１７に熱的に接続されている。拡散
板５４からの発熱はヒートシンク１７を介して伝熱機構２０によって操作部１２の方向に
伝熱される。
【００３１】
　＜第二実施形態＞
　本実施形態は、第一実施形態の伝熱機構２０に代替可能な別の伝熱機構に向けられてい
る。図１１は、本実施形態による伝熱機構を模式的に示している。図１１に示すように、
本実施形態の伝熱機構３０は、ヒートパイプ３１と関節部３２とこれらを連結しているボ
ールジョイント３４を有している。ヒートパイプ３１と関節部３２はそれぞれ第一実施形
態のヒートパイプ２１と関節部２２と同様に構成されている。ボールジョイント３４は、
ヒートパイプ３１と関節部３２を所定の角度範囲内で任意の方向に位置決め可能に連結し
ている。好ましくは、関節部３２とボールジョイント３４には、ヒートパイプ３１の間の
熱伝導を高めるために、接触熱抵抗低減剤が塗布されている。
【００３２】
　本実施形態の伝熱機構３０では、伝熱機構３０の屈曲変形はほとんどボールジョイント
３４が担う。このため、関節部３２は、第一実施形態の関節部２２とは異なり、高い剛性
を有していても屈曲変形に支障が生じない。例えば、関節部３２をより多くのワイヤで構
成してもよく、これにより、関節部３２の熱伝導率を高めることが可能となる。また挿入
部１１の屈曲変形に対する伝熱機構３０の耐性を向上させることが可能となる。
【００３３】
　＜第三実施形態＞
　本実施形態は、第一実施形態や第二実施形態の伝熱機構とは異なる別の形態の伝熱機構
を備えた内視鏡装置に向けられている。図１２は、本実施形態による内視鏡装置の挿入部
の先端部周辺の断面を模式的に示している。図中、図２や図３に示した部材と同一の参照
符号を付した部材は同様の部材を示している。図１２に示すように、本実施形態では、ヒ
ートシンク１７に固定された伝熱機構４０が、高熱伝導性の金属ワイヤで構成されている
。高熱伝導性の金属ワイヤは、例えば、放熱性を考慮して銅やアルミで構成してよいが、
これに限定されるものではなく、ほかの金属材料で構成してもよい。伝熱機構４０は、操
作部１２の変形操作機構１３からの力の印加方向や加減に応じて挿入部１１を屈曲変形さ
せるための変形伝達機構を兼ねており、操作部１２側の伝熱機構４０の端部は変形操作機
構１３に固定されている。好ましくは、伝熱機構４０とヒートシンク１７の接触部分には
、両者間の熱伝導を高めるために、接触熱抵抗低減剤が塗布されている。これにより、挿
入部１１の先端部１１ａから発生する熱を効率的に伝熱機構４０に伝熱することが可能と
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【００３４】
　本実施形態では、伝熱機構４０が高熱伝導性の金属ワイヤで構成されているため、挿入
部１１の細径化・小型化を妨げることなく、挿入部１１の先端部１１ａに設けられたＬＥ
Ｄ光源１５や撮像素子１８から発生する熱を速やかに効率的に操作部１２の方向へ伝熱す
ることが可能となり、観察対象物を長時間にわたり良好に観察することが可能になる。
【００３５】
　これまで、図面を参照しながら本発明の実施形態を述べたが、本発明は、これらの実施
形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において様々な変形や変更が
施されてもよい。
【００３６】
　上述した実施形態では本発明を軟性鏡に適用した例を示したが、本発明は硬性鏡に適用
することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第一実施形態による内視鏡装置を模式的に示している。
【図２】図１に示した内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面を模式的に示している。
【図３】図２に示した挿入部が屈曲した様子を模式的に示している。
【図４】図２に示した伝熱機構の一部を模式的に示す斜視図である。
【図５】図２に示したヒートパイプとヒートシンクの接続構造を模式的に示している。
【図６】図２に示したヒートパイプとヒートシンクの別の接続構造を模式的に示している
。
【図７】図２に示した挿入部の先端部の断面を模式的に示している。
【図８】本発明の第一実施形態の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面を
模式的に示している。
【図９】本発明の第一実施形態の別の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断
面を模式的に示している。
【図１０】本発明の第一実施形態のまた別の変形例による内視鏡装置の挿入部の先端部周
辺の断面を模式的に示している。
【図１１】本発明の第二実施形態による伝熱機構を模式的に示している。
【図１２】本発明の第三実施形態による内視鏡装置の挿入部の先端部周辺の断面を模式的
に示している。
【符号の説明】
【００３８】
１０…内視鏡装置、１１…挿入部、１１ａ…先端部、１２…操作部、１３…変形操作機構
、１５…ＬＥＤ光源、１６…ケーブル、１７…ヒートシンク、１７ａ…溝、１８…撮像素
子、１９…金属部材、２０…伝熱機構、２１…ヒートパイプ、２２…関節部、２４…半田
、２５…サーマルグリース、２７…集熱板、２８…リベット、３０…伝熱機構、３１…ヒ
ートパイプ、３２…関節部、３４…ボールジョイント、４０…伝熱機構、５１…光源、５
２…ライトガイド、５２ａ…光射出端、５４…拡散板。



(9) JP 2009-11612 A 2009.1.22

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(10) JP 2009-11612 A 2009.1.22

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(11) JP 2009-11612 A 2009.1.22

10

フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  西　大輔
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA03  CA05  CA11 
　　　　 　　  4C061 CC06  DD03  FF41  FF47  JJ11  LL02  NN01  PP15 
　　　　 　　  5C054 CA04  CC07  HA12 



专利名称(译) 内视镜装置

公开(公告)号 JP2009011612A 公开(公告)日 2009-01-22

申请号 JP2007177685 申请日 2007-07-05

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 西大輔

发明人 西 大輔

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26 H04N7/18 A61B1/06

FI分类号 A61B1/00.300.A G02B23/26.B H04N7/18.M A61B1/06.A A61B1/00.300.Y A61B1/00.710 A61B1/00.731 
A61B1/05 A61B1/06.531 A61B1/07.730 A61B1/12.541 A61B1/12.542

F-TERM分类号 2H040/CA03 2H040/CA05 2H040/CA11 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/FF41 4C061/FF47 4C061
/JJ11 4C061/LL02 4C061/NN01 4C061/PP15 5C054/CA04 5C054/CC07 5C054/HA12 4C161/CC06 
4C161/DD03 4C161/FF41 4C161/FF47 4C161/JJ11 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/PP15

代理人(译) 河野 哲
中村诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜装置，该内窥镜装置令人满意地消散在插
入部的远端部处产生的热量。 内窥镜装置具有操作部和从该操作部延伸
出的插入部11。 用于发射照明光的LED光源15，用于拍摄观察对象的图
像拾取装置18，以及LED光源15和图像拾取装置18热连接到插入部分11
的尖端部分11a。 提供散热器17。 内窥镜设备还具有传热机构20，该传
热机构20用于将从LED光源15和图像拾取元件18产生的热量经由散热器
17传递到操作单元12。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a466e5a0-c1dd-4db7-ae27-7eb316af49ac
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040353238/publication/JP2009011612A?q=JP2009011612A

